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議会だより

おかがき
２～３◦子育て支援の充実へ
７～９◦町政を問う



9200万円 子
育
て
支
援
の
充
実
へ

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
可
決

概要版
定例会 ３

月

前
年
比
６
８
０
０
万
円
（
0.7
％
）
減

その他（0.1％）
1205万円

商工費（1.5％）
　1億5432万円

議会費（1.2％）
　1億1539万円

公債費（6.8％）
　6億8216万円

農林水産業費 （2.9％）
　2億8528万円

消防費（4.4％）
　4億3511万円

民生費（41.0％）
　40億9701万円

土木費（12.3％）
　12億3089万円

総務費（14.7％）
　14億7340万円

町税（28.6％）
　28億5501万円

繰入金（4.2％）
　4億1682万円

諸収入ほか（3.5％）
　3億5122万円

繰越金（2％）
　2億円

使用料及び手数料（1.3％）
　1億3641万円

地方交付税（24.4％）
　24億3321万円

国県支出金（22.1％）
　22億689万円

各種交付金（6.3％）
　6億3034万円

町債（6.7％）
　6億6910万円

地方贈与税（0.9％）
　9300万円

教育費（8.1％）
　8億454万円

衛生費（7.0％）
　7億185万円 支出

99億
9200万円

収入
99億9200万円

9200万円

【会計別予算額】 

　 平成31年度 
当初予算

平成30年度 
当初予算 前年比

一 般 会 計 99億9200万円 100億6000万円 99.3%
特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 34億7759万円 35億1671万円 98.9%
後 期 高 齢 者 医 療 5億9455万円 5億7805万円 102.9%
住 宅 新 築 資 金 42万円 79万円 53.2%

公
営

水 道 事 業 5億474万円 4億9575万円 101.8%
下 水 道 事 業 9億8323万円 9億331万円 101.8%

※公営企業会計は収益的・資本的があります。この表は収益的予算額を記載しています

〔� 〕自主財源　39.6％ 〔� 〕依存財源　60.4％
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99億99億町 の お 金 は

こう使います

特色ある取り組み

総合計画策定業務委託費　614万円
第６次総合計画策定のための調査費用などです。

波津漁港浚渫工事費　4000万円
波津漁港の水深を深くするため、堆積した土砂を掘
削するための費用です。

町営住宅三吉団地建設工事費� ５億2907万円
昨年度は建て替えのための設計等の費用でしたが、
今年度は建設等の費用です。

　　認定こども園建設工事　
昨年度に引き続き、認定こども園の工事を行っています。今年度中に完成する予定です。完成後は０歳児の受け入
れも可能になります。こども未来課において、子育て世代包括支援センターの設置に向けた準備を行っています。

自治公民館活動支援事業　2822万円
自治区の公民館２カ所を建設し、１カ所は建物を購
入して改修するための補助金などです。

建設後のイメージ

海老津風の森区 建設予定地
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31
年
度
予
算
の
聞
き
た
い
ト
コ
ロ

31
年
度
予
算
の
聞
き
た
い
ト
コ
ロ

予算
審議

　当初予算は、総務産業常任委員会・文教厚生常
任委員会の２つの委員会（議員全員）の連合審査
会で集中審議しています。
　議員からの質問と町長 ･ 教育長からの答弁の一
部を紹介します。

総務費

Ｑ　

 

サ
ン
リ
ー
ア
イ
の
改
修
工
事
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

工
事
す
る
場
所
は
ど
こ
で
す
か
。 

Ａ　

 

ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
の
床
、
屋
上
ダ
ク
ト
の
改
修
と
ハ
ミ

ン
グ
ホ
ー
ル
の
空
調
更
新
で
す
。

Ｑ　

 

で
ん
た
つ
く
ん
を
導
入
し
た
た
め
、
有
線
放
送
設
備
の
撤

去
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
撤
去
に
は
ど
の
く
ら
い
の
時
間

が
か
か
る
の
で
す
か
。

Ａ　
緊
急
性
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
約
10
年
の
予
定
で
す
。

商工費

Ｑ　

 

駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
は
実
施
す
る
の
で
す
か
。

Ａ　

 

デ
ザ
イ
ン
や
施
行
法
等
を
検
討
し
た
結
果
、
イ
ベ
ン
ト
会

社
に
委
託
を
し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

民生費

Ｑ　

 

児
童
虐
待
の
報
道
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
で

は
児
童
虐
待
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
の
で

す
か
。

Ａ　

 

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
に
向
け
た
準
備
を
進
め
、
児
童
虐
待
対
応

と
母
子
保
健
、子
育
て
支
援
を
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。 

農林水産業費

Ｑ　

 

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
鳥
獣
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
今
後
は
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
で
す
か
。

Ａ　

 

現
在
、柵
な
ど
要
望
が
あ
っ
た
方
に
は
対
応
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
要
望
を
と
り
ま
と
め
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

Ｑ　

 

補
助
金
を
活
用
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
農
村
環
境
を
よ
く
す

る
取
り
組
み
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

 

現
在
、
14
の
地
域
が
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

土木費

Ｑ　

 

現
在
、
空
き
家
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
増

え
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ　

 

平
成
29
年
度
末
は
３
９
１
軒
で
し
た
が
、
平
成
30
年
度
は

５
１
６
軒
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

 

三
吉
団
地
の
町
営
住
宅
が
４
階
建
て
24
戸
で
建
設
さ
れ
ま

す
が
、
い
つ
か
ら
入
居
で
き
ま
す
か
。 

Ａ　

 

工
事
は
今
年
度
で
終
了
し
、
来
年
度
か
ら
入
居
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

教育費

Ｑ　

 

昨
年
度
か
ら
中
学
校
に
入
学
す
る
生
徒
へ
の
就
学
援
助
入

学
準
備
金
の
入
学
前
支
給
が
始
ま
り
ま
し
た
。
小
学
校
に

入
学
す
る
児
童
へ
の
入
学
前
支
給
は
い
つ
か
ら
で
す
か
。

Ａ　

 

今
年
度
か
ら
３
月
に
支
給
し
ま
す
。
※
所
得
要
件
が
あ
り

ま
す
。

Ｑ　

 

小
学
校
の
給
食
施
設
の
整
備
工
事
は
ど
の
よ
う
な
工
事
で

す
か
。

Ａ　

 

給
食
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
の
検
査
基
準
が
変
更
さ
れ
た
た
め
、

基
準
を
満
た
す
よ
う
に
整
備
を
し
ま
す
。
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内　　　容
採
決
日

議席番号 １ 2 ３ 4 ５ ６ 7 8 9 10 11 12

結果

神
崎
　
宣
昭

下
川
路
　
勲

横
山
　
貴
子

平
山
　
正
法

小
野
　
元
次

曽
宮
　
良
壽

市
津
　
広
海

森
山
　
浩
二

木
原
　
大
輔

広
渡
　
輝
男

三
浦
　
　
進

西
　
美
千
代

岡垣町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例 3/5 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を
改正する条例 3/5 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町の単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基
準に関する条例の一部を改正する条例 3/5 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町手数料条例の一部を改正する条例 3/5 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 3/5 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町国民健康保険条例の一部を改正する条例 3/20 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例 3/20 賛成多数�

可決 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例 3/20 賛成多数�

可決 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町農業及び漁業集落排水事業受益者分担金に関する条
例の一部を改正する条例 3/5 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町水道事業給水条例の一部を改正する条例 3/5 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町総合計画策定条例の制定について 3/20 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町障害を理由とする差別の解消の推進に関する条例の
制定について 3/20 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町公共交通の運行に関する条例の制定について 3/5 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成30年度　岡垣町一般会計補正予算（第８号） 3/5 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成30年度　岡垣町国民健康保険事業特別会計補正予算
� （第４号） 3/5 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成30年度　岡垣町後期高齢者医療特別会計補正予算
� （第２号） 3/5 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成30年度　岡垣町水道事業会計補正予算（第２号） 3/5 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成30年度　岡垣町下水道事業会計補正予算（第２号） 3/5 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成31年度　岡垣町一般会計予算 3/20 賛成多数�
可決 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇

平成31年度　岡垣町国民健康保険事業特別会計予算 3/20 賛成多数�
可決 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成31年度　岡垣町後期高齢者医療特別会計予算 3/20 賛成多数�
可決 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇

平成31年度　岡垣町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 3/20 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇

平成31年度　岡垣町水道事業会計予算 3/20 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇

平成31年度　岡垣町下水道事業会計予算 3/20 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇

海老津駅前第２駐車場の指定管理者の指定について 3/5 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町地域情報伝達無線システム整備工事（第３期工事）
請負変更契約について 3/1 可決 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

町道の路線認定、変更及び廃止について 3/5 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議決の状況について
議員の賛成○・反対●・除斥  除・退席  退・欠席  欠
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就
学
援
助
の
入
学
準
備
金
を
小

学
校
に
入
学
す
る
児
童
に
も
入
学

前
支
給
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
、
町
営
三
吉
団
地
の
建

設
工
事
も
よ
う
や
く
始
ま
る
。
こ

れ
ら
は
評
価
す
る
が
、
住
民
の
暮

ら
し
は
か
つ
て
な
く
大
変
な
状
況

に
あ
る
。

　

収
入
が
ほ
と
ん
ど
増
え
ず
、
そ

れ
ど
こ
ろ
か
高
齢
者
で
は
収
入
が

減
っ
て
い
る
も
と
で
の
物
価
上
昇

に
加
え
高
い
介
護
保
険
料
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
保

険
料
の
特
例
軽
減
の
撤
廃
に
よ
っ

て
可
処
分
所
得
が
ま
す
ま
す
縮
減

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
え
、
消
費

税
率
が
10
％
に
な
れ
ば
住
民
の
暮

ら
し
は
成
り
立
た
な
く
な
る
。

　

今
こ
そ
、
住
民
の
暮
ら
し
を
支

え
、
応
援
し
て
い
く
役
割
を
町
は

果
た
す
べ
き
で
あ
る
。

　

今
年
度
当
初
予
算
総
額
は
、
対

前
年
度
比
０
．
７
％
マ
イ
ナ
ス
の

99
億
９
千
２
百
万
円
と
右
肩
上
が

り
で
あ
っ
た
予
算
額
が
少
し
落
ち

着
い
た
よ
う
に
感
じ
る
。
そ
の
背

景
に
は
、
公
共
施
設
等
の
改
修
工

事
が
進
ん
だ
こ
と
や
、
行
政
改
革

の
効
果
が
表
れ
て
き
た
も
の
と
評

価
で
き
る
。
前
年
に
比
べ
、
基
金

の
繰
り
入
れ
が
２
億
２
千
万
円
減

額
、
公
債
費
が
町
債
を
上
回
っ
た

こ
と
も
評
価
で
き
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
基
金
の
繰
り
入
れ
を
前
提

と
し
た
予
算
編
成
が
続
い
て
い
る

の
で
、
財
政
の
立
て
直
し
を
念
頭

に
お
い
て
改
善
し
て
い
く
よ
う
に

願
う
。
今
年
度
か
ら
第
６
次
総
合

計
画
が
策
定
さ
れ
る
が
、
住
民
に

と
っ
て
明
る
い
将
来
像
が
描
け
る

よ
う
に
期
待
し
て
、
賛
成
す
る
。

　

町
長
は
、
町
の
住
み
よ
さ
を
よ

り
高
め
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た

定
住
促
進
の
取
り
組
み
を
進
め
る

と
し
て
、
子
育
て
に
関
す
る
施
策

を
さ
ら
に
充
実
す
る
と
さ
れ
た
。

　

児
童
虐
待
に
関
す
る
報
道
が
多

く
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
そ
の
町
の

出
来
事
で
は
な
く
、
岡
垣
町
で
も

起
こ
り
得
る
こ
と
だ
。

　

児
童
虐
待
対
応
と
母
子
保
健
、

子
育
て
支
援
を
連
携
し
て
取
り
組

む
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
10
月
か
ら
設
置
さ
れ
る
こ

と
に
期
待
す
る
。

　

昨
年
策
定
さ
れ
た
岡
垣
町
地
域

福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
特
に
高
齢

者
や
障
害
の
あ
る
方
た
ち
が
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
き

る
岡
垣
町
で
あ
る
た
め
に
さ
ら
に

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
99
億
９
千

２
百
万
円
。
こ
の
う
ち
、
歳
入
の

自
主
財
源
の
町
税
は
28
億
５
千
５

百
万
、
依
存
財
源
の
地
方
交
付
税

は
24
億
３
千
３
百
万
円
と
微
増
し

て
い
る
。
不
足
す
る
歳
出
財
源
を

確
保
す
る
た
め
地
方
債
を
６
億
６

千
９
百
万
円
の
借
り
入
れ
や
、
基

金
か
ら
４
億
１
千
６
百
万
円
を
繰

り
入
れ
等
、
厳
し
い
財
政
状
況
に

変
わ
り
は
な
い
。
今
後
、
少
子
高

齢
化
対
策
な
ど
民
生
費
等
の
増
大

は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
歳
入
財
源

を
確
保
す
る
基
金
の
取
り
崩
し

や
、
地
方
債
の
借
入
は
、
近
い
将

来
限
界
が
く
る
と
懸
念
さ
れ
る
。

今
後
、
財
政
基
盤
の
強
化
へ
向
け

て
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
南
側
の
開
発
促

進
や
、
産
業
の
振
興
、
企
業
の
誘

致
な
ど
大
胆
な
決
断
と
実
行
を
求

め
賛
成
と
す
る
。

　

今
年
２
月
、
日
本
競
泳
女
子
の

エ
ー
ス
池
江
璃
花
子
さ
ん
は
、
白

血
病
で
あ
る
こ
と
を
公
表
さ
れ
治

療
に
専
念
さ
れ
て
い
る
。

　

今
年
度
一
般
会
計
予
算
で
、
初

め
て
健
康
対
策
事
業
費
と
し
て
骨

髄
等
移
植
ド
ナ
ー
助
成
制
度
の
助

成
金
14
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

　

町
の
人
権
教
育
・
啓
発
基
本
指

針
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
生
命

や
自
由
・
平
等
を
保
障
し
、
誰
も

が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
権
利
を
う

た
っ
て
い
る
。
人
権
と
い
う
普
遍

的
な
文
化
の
構
築
に
向
け
、
命
の

尊
さ
、
ひ
と
の
生
き
る
権
利
の
大

切
さ
を
保
障
し
た
骨
髄
等
移
植
ド

ナ
ー
助
成
制
度
に
対
し
て
、
崇
高

な
意
義
の
深
い
配
慮
だ
と
感
じ
て

い
る
。
こ
の
事
を
高
く
評
価
し
て

賛
成
と
す
る
。

平
山
　
正
法
　
議
員

森
山
　
浩
二
　
議
員

西
　
美
千
代
　
議
員

広
渡
　
輝
男
　
議
員

小
野
　
元
次
　
議
員

反 
対

賛 

成
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　 

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

ページ 議員氏名 内　　容
８ 下川路　勲 　１．岡垣町の人材育成について
８ 曽宮　良壽 　１．次期総合計画策定について

９ 平山　正法
◇１．消費税率引き上げについて
◇２．幼児教育無償化について
　３ ．JR 海老津駅ロータリーと駐車場について

９ 小野　元次
　１ ．遠賀郡４町を圏域とする連携について
◇２ ．海老津周辺地域の整備について
　３ ．ふるさと納税の推進について

◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です
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教
育
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く

町
長

人
材
の
育
成
を

下
川
路

下
川
路　

自
治
区
長
や
校
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
員
な
ど
、
地
域

活
動
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
の

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
地
域
に
お
け
る
役
員
選

出
状
況
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長　

自
治
区
や
校
区
コ
ミ
ュ
ニ 下川路　勲 議員

テ
ィ
の
役
員
の
選
出
状
況
は
、
選

考
委
員
会
に
よ
る
選
出
や
組
ご
と

の
輪
番
制
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い

と
聞
い
て
い
ま
す
。
中
に
は
後
継

者
が
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
長

年
に
わ
た
っ
て
自
治
区
長
を
務
め

て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

下
川
路　

高
齢
者
や
女
性
の
活
躍

状
況
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長　

高
齢
者
の
方
は
、
自
治
区

や
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
な
ど
で
活

躍
さ
れ
て
お
り
、
寿
会
連
合
会
と

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

は
、
70
歳
以
上
の
方
の
割
合
が
８

割
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
で

あ
り
、
支
援
の
つ
な
ぎ
役
で
あ
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
約
7
割

が
女
性
で
あ
り
、
多
く
の
女
性
が

活
躍
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

下
川
路　

自
治
区
や
校
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
な
ど
の
活
動
を
担
う
人
材

を
育
成
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
。

町
長　

公
民
館
講
座
を
は
じ
め
、

環
境
保
全
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
や

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
人
材
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
住
民
と
行
政
が
、
と
も

に
力
を
合
わ
せ
取
り
組
む
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
自

ら
が
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
で
あ

る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
行
動
す

る
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

そ
う
い
う
人
材
が
活
躍
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
教
育
委
員
会
と
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

十
分
に
協
議
を
重
ね
策
定
す
る

町
長

次
期
総
合
計
画
の
策
定
は

曽
宮

曽宮　良壽 議員

校区コミュニティによる清掃活動

現在の第５次総合計画書

曽
宮　

町
の
夢
、
町
長
の
夢
は
、

次
期
総
合
計
画
で
は
ど
の
様
に
描

か
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
わ
が
ま

ち
の
将
来
は
こ
の
よ
う
な
姿
に
な

る
の
だ
と
い
う
、
夢
と
指
針
を
明

確
に
示
し
て
ほ
し
い
と
考
え
ま

す
。

町
長　

行
政
も
住
民
も
み
ん
な
が

力
を
合
わ
せ
て
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
。
そ
の
み
ん
な
の
力
で
人
も
自

然
も
産
業
も
元
気
に
な
る
こ
と
が

私
の
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

総
合
計
画
は
、
そ
の
理
想
を
実
現

す
る
た
め
の
目
標
や
手
段
を
ま
と

め
る
も
の
で
あ
り
、
次
期
総
合
計

画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
現
在

の
第
５
次
総
合
計
画
に
掲
げ
て
い

る
「
自
然
」「
安
全
安
心
」「
心
の

豊
か
さ
」
に
つ
い
て
は
、
人
口
減

少
や
高
齢
化
の
進
展
、
厳
し
い
財

政
状
況
下
で
あ
っ
て
も
、
決
し
て

変
え
ら
れ
な
い
目
標
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
も
住
民
の
皆
さ
ん
と
共
有

す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

曽
宮　

現
在
町
政
に
組
み
込
ま
れ

て
い
る
各
種
の
団
体
は
、
例
え
ば

各
自
治
区
・
町
民
会
議
・
校
区
育

成
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
々
と
あ

り
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
の
団
体
の
指

針
や
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
団
体
に
つ
い
て
、
総
合
計
画

の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
く
の
で
す
か
。

町
長　

近
年
の
少
子
高
齢
化
の
進

展
や
多
発
す
る
自
然
災
害
な
ど
の

状
況
下
に
お
い
て
は
、
自
治
区
や

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
各
種
団

体
と
の
協
働
・
連
携
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
担
う
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
住
民
と

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
次
期
総
合
計
画
に
位
置
付
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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啓
発
活
動
と
ハ
ー
ド
面
を
改
善
す
る

町
長

海
老
津
駅
北
側
の
混
雑
解
消
を

平
山

平山　正法 議員

平
山　

平
成
28
年
12
月
に
、
海
老

津
駅
南
側
道
路
等
整
備
事
業
が
完

成
し
、
海
老
津
駅
南
側
に
も
ロ
ー

タ
リ
ー
と
駐
車
場
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
朝
夕
の
通
勤
、
帰

宅
時
の
最
も
混
雑
す
る
時
間
帯
を

見
ま
す
と
、
南
側
の
ロ
ー
タ
リ
ー

北
斗
七
星
で
事
業
を
展
開
す
る

町
長

情
報
プ
ラ
ザ
に
観
光
拠
点
を

小
野

小野　元次 議員

と
駐
車
場
の
利
用
者
は
わ
ず
か

で
、
特
に
北
側
に
車
が
集
中
し
、

混
雑
し
て
い
ま
す
。
北
側
と
南
側

の
ロ
ー
タ
リ
ー
と
駐
車
場
の
利
用

状
況
は
検
証
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

北
側
駐
車
場
は
恒
常
的
に

利
用
さ
れ
て
お
り
、
維
持
管
理
経

費
を
上
回
る
料
金
収
入
を
得
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
南
側
駐
車
場
は

北
側
と
比
較
す
る
と
利
用
者
が
伸

び
悩
ん
で
お
り
、
維
持
管
理
経
費

を
下
回
る
料
金
収
入
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
南
側
駐
車
場

の
有
効
活
用
に
つ
い
て
は
、
あ
ら

た
め
て
住
民
に
対
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る

と
と
も
に
利
用
料
金
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

平
山　

住
民
か
ら
も
、
事
故
防
止

の
視
点
で
、
北
側
の
混
雑
解
消
に

向
け
た
対
策
を
し
て
ほ
し
い
と
い

う
声
が
出
て
い
ま
す
。
今
後
、
混

雑
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

警
察
と
協
議
を
行
い
、

ロ
ー
タ
リ
ー
内
の
駐
車
禁
止
を
周

知
す
る
と
と
も
に
、
有
料
駐
車
場

は
30
分
無
料
で
あ
る
こ
と
や
南
側

駐
車
場
の
活
用
に
つ
い
て
様
々
な

手
法
を
用
い
て
、
継
続
的
な
啓
発

活
動
を
行
い
、
利
用
者
の
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
に
向
け
た
取
り
組
み
に
努

め
ま
す
。
さ
ら
に
、
ロ
ー
タ
リ
ー

内
の
車
線
の
カ
ラ
ー
舗
装
な
ど

ハ
ー
ド
面
の
改
善
に
よ
り
、
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
の
注
意
喚
起
を
行
い
、

混
雑
解
消
と
駅
利
用
者
の
安
全
性

を
確
保
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

混雑する海老津駅北側

情報プラザ人の駅

小
野　

遠
賀
郡
４
町
が
連
携
し
た

遠
賀
郡
観
光
案
内
所
や
岡
垣
町
観

光
協
会
を
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
に

設
置
し
て
、
有
効
活
用
を
す
る
こ

と
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　

近
代
的
な
建
物
で
あ
る
情
報
プ

ラ
ザ
人
の
駅
は
、
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅

周
辺
の
に
ぎ
わ
い
を
再
生
す
る
観

光
案
内
拠
点
と
し
て
最
高
に
適
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が

お
考
え
で
す
か
。

町
長　

町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
西

部
地
域
に
集
中
し
て
お
り
、
観
光

案
内
は
観
光
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
北
斗

七
星
を
拠
点
と
し
て
、
町
観
光
協

会
が
主
体
と
な
り
情
報
の
発
信
や

観
光
客
の
誘
致
活
動
な
ど
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
情
報
プ
ラ

ザ
人
の
駅
に
お
い
て
も
観
光
案
内

の
掲
示
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
設
置
、

イ
ベ
ン
ト
等
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
に

よ
り
観
光
情
報
の
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。
広
域
連
携
と
い
う
観
点

で
は
、
玄
界
灘
や
響
灘
に
面
す
る

３
市
２
町
で
構
成
す
る
筑
前
玄
海

地
域
観
光
推
進
協
議
会
に
お
い

て
、
海
水
浴
を
は
じ
め
と
し
た
レ

ジ
ャ
ー
や
エ
リ
ア
内
で
の
多
彩
な

観
光
資
源
を
生
か
し
、
観
光
案
内

や
事
業
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

小
野　

平
成
27
年
度
に
５
３
６
万

円
で
あ
っ
た
ふ
る
さ
と
納
税
お
か

が
き
応
援
寄
附
金
は
、
年
々
着
実

に
増
え
、
本
年
度
は
4
千
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
か
。

町
長　

返
戻
品
の
充
実
は
寄
附
金

収
入
に
直
結
し
た
重
要
な
要
素
で

あ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
新
規
開

拓
を
行
う
と
と
も
に
、
制
度
の
理

念
で
あ
る「
応
援
し
て
く
だ
さ
る

方
」
へ
の
感
謝
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
各
地
の
福
岡
県
人
会
な
ど
へ

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
企
業
へ
の

Ｐ
Ｒ
に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
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空からみた岡垣町の新しい写真だよ。

役場本館１階に掲示しているよ。

見に来てね。
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12月定例議会終了後の本会議・委員
会・協議会等についてお知らせします。
日時 委員会等 議　　題

1月� 4日 議会広報 議会だより編集

1月11日 中西部地域 閉会中の継続調査

1月17日 研 修 会 町村議会議員研修会

1月22日 中西部地域 閉会中の継続調査

1月25日 議会運営 平成31年第１回臨時会

1月31日 本 会 議 平成31年第１回臨時会

1月31日 連合審査会 付託案件の審査

2月21日 議会運営 平成31年第１回定例会

3月� 1日 本 会 議 平成31年第 1回定例会

3月� 1日 議会広報 議会だより編集

3月� 4日 総務産業 付託案件の審査

3月� 5日 連合審査会 付託案件の審査（補正予算）

3月� 5日 本 会 議 補正予算　議決

3月� 6日 本 会 議 一般質問　４人

3月� 7日 文教厚生 付託案件の審査

3月11日 中西部地域 報告書の提出について

3月12日 全員協議会 岡垣町第２次健康増進計画等に
ついて　他

3月13日 連合審査会 付託案件の審査

3月14日 連合審査会 付託案件の審査

3月20日 連合審査会 議決（最終日）

3月20日 議会広報 議会だより編集

4月� 1日 議会広報 議会だより編集

4月� 4日 議会広報 議会だより編集

議　会　の　動　き
　

中
西
部
地
域
活
性
化
委
員
会

は
、
平
成
29
年
９
月
議
会
で
委

員
会
設
置
に
関
す
る
決
議
が
さ

れ
た
後
、
中
西
部
地
域
の
活
性

化
の
促
進
に
関
す
る
調
査
研

究
、
及
び
地
方
創
生
に
向
け
た

現
状
の
分
析
や
民
間
に
よ
る
取

り
組
み
の
実
態
を
は
じ
め
課
題

の
整
理
と
あ
わ
せ
て
先
進
地
等

の
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

中西部地域活性化調査特別
委員会が調査を終えました

　

こ
の
ほ
ど
少
子
高
齢
化
、
人

口
問
題
に
真
に
直
面
し
て
い
る

中
西
部
地
域
に
お
い
て
は
、
内

浦
小
学
校
存
続
問
題
、
買
い
物

難
民
、
公
共
交
通
機
関
問
題
、

空
き
家
問
題
、
就
労
問
題
の
解

決
が
急
務
だ
と
し
て
「
中
西
部

地
域
の
活
性
化
へ
向
け
て
」
を

報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
、

議
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

太田議長（左）へ報告書を提出する
市津委員長（中央）と西副委員長

岡垣町の中西部地域
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岡垣町の こ こ は ど こ ？

編
集
後
記

発
行
責
任
者

　

議　
　

長　

太　

田　
　
　

強

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長　

平　

山　

正　

法

　

副
委
員
長　

森　

山　

浩　

二

　

委　
　

員　

神　

崎　

宣　

昭

　

委　
　

員　

木　

原　

大　

輔

　

委　
　

員　

三　

浦　
　
　

進

　

委　
　

員　

西　
　
　

美
千
代

表紙への想い みんな揃ってお花見へ（成田山春まつり）

　ここは全面ガラス張りで、芝生公園や孔
大寺の山並みや四季の移り変わりを見渡し
ながら運動ができるよ。
　トレーナーから各個人の年齢や体力に
あったトレーニングの指導を受けることが
できるんだよ。ランニングマシーンやエア
ロバイク、その他各種トレーニングマシー
ンを設置しているので、自分に合った運動
ができるよ。
　一般の方は１人１時間200円、中・高校
生、障害のある人は１人１時間100円だよ。

びわりん・びわすけからの一言
「プリペイドカードがお得だよ！」

No.119の岡垣町の「ここはどこ」の答えは、若潮荘でした。

森
山
　
浩
二

　

私
た
ち
、
議
会
広
報
常
任
委
員
会

の
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
の
議
会
だ
よ
り

の
編
集
は
、
最
後
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
４
年
間
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

手
に
と
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
議

会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
、
読
み
や
す

い
、
わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
年
前
に
広
聴
の
部
分
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
特
別
委
員
会
か

ら
常
任
委
員
会
へ
と
変
わ
り
、
住
民

懇
談
会
を
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
で

行
う
な
ど
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

改
選
後
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
住

民
の
皆
さ
ん
に
愛
読
し
て
頂
け
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

１・２・３月の主な出来事

成人式 海老津小卒業式

自治功労者表彰

　曽宮議員の 24 年にわたる議員
活動が認められ、福岡県町村議会
議長会から自治功労者表彰を受け
謝辞を述べられました。

発
行
／
岡
垣
町
議
会
　
議
長
�太
田
　
強
　
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
〒
8
1
1
–4
2
3
3
�福
岡
県
遠
賀
郡
岡
垣
町
野
間
1
丁
目
1
番
1
号
　
TEL（

0
9
3
）2
8
2
–1
2
1
1
　
FA
X（
0
9
3
）2
8
2
–7
7
3
2

岡垣町議会

会議録検索システム
◆�会議録検索システムは、議会
本会議記録を議会ホームペー
ジで検索閲覧できるシステム
です。
◆��会議録は議会事務局やサン
リーアイで閲覧できます。
　（詳しくは議会事務局まで）

会議録を閲覧してみませんか

12岡垣町イメージキャラクター
びわりん＆びわすけ

６月７日㈮
開会の予定


